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た肝トリグリセリドと燐脂質を合せた分画の脂酸構成を， トリグリセリドを Van Handel-


















能の百分比を本実験における 1-C14 標識遊離脂酸の摂取率とした。 各遊離脂酸共 l乙肝から流
出した放射能の等しい比率が肝後において採取され，これらの値により算出した摂取率により
各夜遊離脂酸の摂取率を比較しえた。 1-04 標識ノマノレミチン酸 (2.93士 0.078 平均土椋準誤差，
%/g 肝湿重量)及びリノール酸 (30.5士 0.160) の摂取率はステアリン酸(1 .89士 0.054) 及び
オレイン酸(1 .98士 0.216) の摂取率より明らかに大きかったほく0.01) 。
なお肝，滞流開始から 1-04 原識遊離脂酸の摂取率を測定するまでの時間及び脂酸の頼類の












⑦ また，本実験で用いた 1-04 標識遊離脂酸の肝えの一回注入法は， 各種遊離脂酸の摂取率
を比較しうるのみでなく，その後の追跡実験を単純化しうる方法を考えられる。
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論文の審査結果の要旨
血奨各種遊離脂酸の摂取率に影響を及ぼす諸因子を除外してラット肝による各種遊離脂酸の摂
取率を測定した。
パJレミチン酸及びリノーノレ酸の摂取率はステアリン酸及びオレイン酸の摂取率よりも明らかに
大きく，ラット肝が各種遊離脂酸を選択的に摂取する事実を認めた。
なお，ラット摘出濯流肝は一定した遊離脂酸摂取能を維持する事実を明らかにしえた。
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